
ふるさとの風 
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驚いた。 

 

竹内浩三がフィリピンのバギオで戦死したのが、本当なら青春真っ只中のはずの

２３歳。 

自分はそれよりも随分多く生きている。 

２３歳のとき、私は果して何をしていたのか・・・。 
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軍国主義や国粋思想がはびこる当時において、彼は、戦争を「悪の豪華版」と

し、「一片の紙とエンピツ」をもって戦った。 

 

戦争を知らない現代に生きる私が、彼のことをあれこれ述べるのは、おこがましい、

そんな気さえする。 

 

しかし、現代に残された彼の魂の叫びは、痛いほどストレートに胸に突き刺さる。 

 

「人間ノタツタ一ツノツトメハ、生キルコトデアルカラ、ソノツトメヲハタセ」 

生まれたばかりの姪に宛てた手紙のこの一節には、彼の優しさとともに、「生きたい」という悲痛なま

での生への執着が、滲み出ているように感じる。 

 

私の祖父の弟は、竹内と同じくフィリピンで戦死したという。 

一体どれだけの若者が、戦争によって青春を謳歌することなく散っていったのか。 
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